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担当部

直接実施・

運営

81 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

環境保全活動を進める

1

環境対策課

環境保全係

33

平成３０年度以降

環境対策

担当課

1

環境交通

自然環境団体の活発な活動の促進を図る。

合瀬川の清流を取りもどす会では、毎年３市２町（犬山市・小牧市・北名古屋市・扶桑町・大

口町）で水質・生物調査を行い、河川環境保全のための監視活動や沿川住民と協働して河

川美化活動を実施している。

小牧市は合瀬川の清流を取りもどす会の事務局として、毎年5月末に開催される理事会・通

常総会を含める年5回の会議と河川美化活動をはじめとする年6回の行事の連絡調整、資

料作成等の事務を行なっている。

【直接経費の内訳】

合瀬川の清流を取りもどす会負担金（259千円）
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Ｈ21決算額

合瀬川の清流を取りもどす会負担金（259千円）

自然環境観察人研修会講師謝礼・水生生物等調査員謝礼（50千円）

消耗品・食料費等（27千円）

○24年度実施内容

市内2小学校で実施していた水生生物調査を、１校増やし３校で実施する。
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合瀬川の清流を取りもどす会の事務局は、昭和48年の結成以降小牧市が継続して
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2,100

人

業績の成果指標である大山川を愛する市民の会が主催する河川美化活動への参加

人数が平成23年度減少したものの、活動指標においては全ての指標で目標を達成し

ており、目的は概ね達成されたと考えられる。
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2,000
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合瀬川の清流を取りもどす会の事務局は、昭和48年の結成以降会長市である小牧

市が継続して努めている。しかし、会が目的とする清流の復活は、会を構成する３市2

町が同様に利益を共有するものであり、その観点からも会長市は持ちまわりにすべき

である。今後、構成市町と会長市の持ち回りについて協議する。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

合瀬川の清流を取りもどす会の事務局は、昭和48年の結成以降小牧市が継続して

努めている。しかし、事務局として小牧市が負担する事務量が多くコスト（人件費）の

面から引き続き小牧市が事務局を担当することは有益ではない。

合瀬川の清流を取りもどす会は3市2町の首長が会長、副会長になっているので、小

牧市の一存では事業の縮小・廃止は困難である。しかし、会の運営方法等において

改善する必要性はある。
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合瀬川の清流を取りもどす会が継続的に実施している各種調査の継続的なデータ蓄

積がなくなる。また、各種啓発事業を縮小した場合、河川環境に対する市民の意識低

下が懸念される。


